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№２７１６ 第３７回例会 ２０２３．５．１８ 晴 
点 鐘：須藤 隆 会長 

進 行：朝月真次郎 ＳＡＡ 

飯島由美 副ＳＡＡ 

ソング：奉仕の理想 

 

会長挨拶 

須藤 隆 会長 

 

 皆さんこんにちは。春の花もつつじから五月へと

変わり、更には夏の花、アジサイも蕾が出て、もうす

ぐ観られる季節になりました。 

先日木更津東ＲＣの５５周年記念式典に出席し

てまいりました。当クラブからは６名の会員が出席し

ました。式典の中で、インターアクトクラブとして木

更津東ＲＣが支援する木更津総合高校の生徒、５

名づつ、３回に分けて合計１５名が一人一人市長と

対座して、木更津市を活性化させるための提言を、

市長に語り掛けるプログラムがありました。生徒たち

は、事前に用意された内容を市長に訴え、スクリー

ンにその内容が映し出され、私たちは生徒たちの

新鮮な提案に耳を傾けました。ロータリーがこのよう

な企画をし、地域に密着した活動をすることのすば

らしさを感じ、まさに青少年育成プログラムであると

感じました。ロータリーは今月を青少年奉仕月間と

しております。奉仕月間にふさわしいプログラムでし

た。私たちクラブは青少年育成の一環として少年野

球を３０数年にわたって支援してきました。また、ロ

ータリーの青少年育成プログラムに関しては、私が

知る限りでは、留学生交換プログラムでの留学生受

け入れや、留学生支援カウンセラー引き受けクラブ

として、かかわってきたと理解しております。最近で

は、若鍋会員と榎本会員が留学生のカウンセラーと

して青少年育成に携わりました。今日は、青少年育

成月間にあたり、青少年育成プログラムのうち、イン

ターアクト、ローターアクト、ロータリー青少年指導

養成プログラム（ＲＹＬＡ ：Ｒｏｔａｒｙ Ｙｏｕｔｈ Ｌｅａｄ

ｅｒｓｈｉｐ Ａｗａｒｄｓ：）の３つのプログラムを極簡単に

紹介したいと思います。富津中央ＲＣは創立以来こ

れらのプログラムにはかかわっていなかったことから、

私たちは、ロータリーは教えられるものではなく体験

するものとしていて、私自身このプログラムに無関

心であり、不勉強でした。おそらく多くの新しい会員

はこの３つのプログラムを知らない方もいるのでは

ないでしょうか。先ず、インターアクトは、１２才から１

８才のためのクラブで、提唱するロータリークラブと

共に地域の奉仕活動を実施します。近隣クラブで

は木更津東ＲＣが木更津総合高校生をインターア

クトクラブとして支援しております。ローターアクトは

１８才から３０才の大学生や若い成人のためのクラ



 

  

ブで、所在する一つまたは複数のロータリークラブ

により結成され、地域社会に貢献し、若い職業人と

しての会員の成長を支援ます。ＲＹＬＡは、クラブ、

地区、多地区合同で組織されるリーダーシップ養

成プログラムで、中高生、大学生、若い成人を対象

にし、楽しみながら新しいスキルと自信を身に着け

ることを目指し、若者一人一人の育成を支援してお

ります。以上青少年育成月間にあたり、平素私たち

になじみの薄い、ロータリーの青少年奉仕プログラ

ムについて紹介しました。 

 

幹事報告 

相川恵津子 幹事 

 

皆さんこんにちは。ここ２，３日真夏日が続きます

が体調は大丈夫ですか？ 

 先日は木更津東ロータリークラブの５５周年記念

式典に参加された方お疲れ様でした。 

会長が話されました孫会員のお母さまが亡くなられ

た件、１９日（金）１６：００～１９：００お別れ会、２０日

（土）１２：００～１３：１５告別式です。場所は十全社

メモリアルホール木更津です。 

来週２５日は富津シティと合同例会です。市長も見

えられます。出前講座があります。１８：００点鐘にな

りますのでお間違えの無いようお願いします。回覧

しておりますのでご出欠のご記入をお願いいたしま

す。 

１．ハイライトよねやま２７８号回覧。 

２．ＲＬＩ（ロータリーリーダーシップ研究

会）ＤＬ養成コース開催の案内回覧。 

３．君津ＲＣから例会変更のお知らせ回覧。 

 

 

会員報告 

栗原典子 会員 

 

恭扇会（チャリティー踊りの会）のご案内。 

とき  令和５年６月２５日（日）午前９時開場。 

ところ 君津市民文化ホール（大ホール）。   

 

三枝一雄 会員 

孫会員のお母さまについて報告がありました。 

 

『君津ウルトラマラソン』参加の報告 

朝月真次郎 会員 

 

２０２３．５／１３（ｓａｔ）ＡＭ７：００スタートの『君津ウ

ルトラマラソン』に大会アーティスティック・ディレクタ

ーとして参加いたしました。昨年は開催間際での参

加でしたが、本年は立上げからの参加依頼がありま

して、まず「君津ウルトラマラソン」をブランドとして設



 

  

計することからはじめました。結果、このマラソン大

会を単なるスポーツイベントではなく、エンタテイン

メントコンテンツとして捉え、ブランディングを図りま

した。君津は「鉄の街」でもあることから、鉄の元素

番号２６を入れた『＆２６』というブランド名を創造し、

イメージカラーをレッドとし、舞台に参加者様やギャ

ラリー様を招くイメージとして「きみつレッドカーペッ

ト」と命名し、大会コンセプトを立て、それを具現化

したポスターを考案いたしました。また、（ファッショ

ンブランド）＆２６として参加者限定Ｔシャツ、スタッ

フ用ポロシャツ及びキャップ、完走者限定フィニッシ

ャーメダル及びフィニッシャーＴシャツをデザイン・

制作いたしました。当日は朝４時に会場入りし、次

回をよりスタイリッシュで洗練された大会にすること

を念頭に置き各ステージや各エイドを廻り、デザイ

ン目線で検証したところ、さまざまな気付きや発見

があり今からワクワクしている反面、富津市において

も、富津の良さを知ってもらうためのイベントや企画

へ協力したいという欲求がより高まりました。 

 

 

卓話 

 『次年度テーマ』と『過去の人生を振り返る』 

若鍋武良 会長エレクト 

 

次年度テーマ 

１．ＲＩテーマは、「世界に希望を生み出そう」

（Ｃｒｅａｔｅ Ｈｏｐｅ ｉｎ ｔｈｅ 

Ｗｏｒｌｄ）です。ＲＩのゴードンＲ．マッキ

ナリー会長（英国スコットランド、サウス・ク

イーンズフェリーＲＣ）は、問題を抱える国

で平和を推進し、紛争の影響を受けている

人々を助け、過去のリーダーたちが始めたイ

ニシアチブを引き継いでいくよう呼びかけて

います。 

２．地区のテーマは、「エンゲージメントを育も

う」（Ｂｒｉｎｇ ｕｐ Ｅｎｇａｇｅｍｅｎ

ｔ）です。地区ガバナーは、千葉若潮ＲＣの鵜

沢和弘会員です。地区ガバナーは、エンゲー

ジメント（誓約）を大事に育てようと訴え、テ

ーマは、ロータリアンとしての約束・誓約を

自覚し、理解し、自己啓発に励み、ロータリー

発展のために励もうという趣旨です。 

３．クラブテーマは、「寛容の心で、ロータリー

を楽しもう」（Ｅｎｊｏｙ Ｒｏｔａｒｙ ｗ

ｉｔｈ ａ ｇｅｎｅｒｏｕｓ ｍｉｎｄ）

としました。ロータリーの創立者ポール・ハ

リスは「ロータリアンよ、寛容であれ」という

言葉を残しています。ロータリアンに最も大

切なことは、「善意と友情」・「寛容の心」です。

寛容の心は、時代がどう変遷しようとも、普

遍の真理であり、寛容の心でロータリーの輪

を広げ、ロータリーを楽しみましょう。 

 

今年度の重点目標  今年度の重点目標として

次の６項目を揚げました。 

１．例会を楽しみましょう。例会の内容の充

実を図り、楽しい雰囲気の例会づくりに

努める。 

２．親睦を大切にし、親睦の絆を強めましょ

う。親睦は奉仕と共にロータリー活動の

両輪です。 

３．会員増強は会員全員の手で。クラブの発

展は、会員増強にかっています。 

４．会員卓話を大切にしましょう。会員全員



 

  

年度内に１回は卓話の機会を持つ。また、

外部卓話も積極的に取り入れる。 

５．委員会活動を通してロータリーの輪を広

げましょう。 

６．姉妹クラブ（台湾嘉義南区扶輪社）及び

他のクラブとの交流を深めましょう。 

ロータリアン一人ひとりが、ロータリーを理

解し、ロータリアンの哲学となっている２つの

標語「超我の奉仕（Ｓｅｒｖｉｃｅ ａｂｏｖ

ｅ Ｓｅｌｆ）」と「最もよく奉仕する者、最も

よく報いられる（Ｏｎｅ ｗｈｏ ｓｅｒｖｅ

ｓ ｂｅｓｔ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ．）」

を糧に努力を重ねていくことが肝要であると思

われます。 それぞれの会員がお互いの絆を深

め、ロータリー活動を楽しみ、ロータリーの輪

が広がっていくことを願っています。        

 

過去の人生を振り返る（スペイン語とのかかわ

り）                                     

現職教員時代と教員退職後の人生（第二の人生） 

４つの高校で教え、４つの大学を体験しました。

また、入院し手術を受けたことも４回ありまし

た。 

１．ラテン系諸国と言語に憧れる。    

教員退職後、ピースボートで世界一周の船

旅（２００４年７月から約１００日間）に

参加し、１７ケ国を訪問しました。また、ラ

テン系諸国や言語に憧れ、スペインを３回

訪問し、バリャドリードの中高一貫校で日

本文化を教える機会がありました。その体

験を、２００７年９月に東京有楽町の朝日

マリオンで開催された高円宮杯創設記念

「第４２回全日本スペイン語弁論大会」で

発表し、朝日新聞社賞を受賞しました。そ

の原稿は、立教大学ラテンアメリカ研究所

所報（２００７年 第３６号）に掲載され

ています。 

２．趣味５年。４５歳から、趣味５年を心掛け、

４５歳で剣道（３段取得）、５０歳から山歩

き（百名山のうち約３０座にのぼりまし

た。）、５５歳から絵画、６０歳定年を機に

スペイン語とラテン系諸国の言語、と歩ん

できました。これからの人生ですが、８０

代はぶらりと山歩きに出かけ、その地方の

美術館や博物館をめぐることを考えていま

す。 

好きな言葉は、『錆びつくより燃え尽きたい』

（Ｉｔ’ｓ ｂｅｔｔｅｒ ｔｏ ｂｕｒｎ 

ｏｕｔ ｔｈａｎ ｔｏ ｒｕｓｔ ｏｕ

ｔ．）です。 

 

ニコニコＢＯＸ 

    栗原典子 親睦担当部員 

 

若鍋武良  卓話をさせていただいて 

相川恵津子 若鍋会員の宅話を伺って 

飯島由美      〃   

      石渡会員甘くておいしいみかんあ

りがとうございました。 

白石幸久      〃 

 

＊＞１，０００円     合計 ４，０００円 

       

出席報告 

平川恵敏 出席担当部長 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率

今 回 34/３０ １３ ６ ２ 73,33%

前 回 34/３０ １３ ６ ２ 73.33%

前々回 34/３０ １４ ７ ２ 76.67%

 

       

  

 


